
■パート 1 

 

●場所：主人公の部屋 

 

  （主人公：スマホを手に取り電話に出る） 

 

もしもし、お世話になっております。 

レンタル逆痴漢サービスの鬼頭菜華（きとうさいか）と申します。 

今、お時間よろしいでしょうか？ 

 

……はい、ありがとうございます。 

この度はレンタル逆痴漢サービスをご利用いただきありがとうございます。 

 

当サービスでは、お客様との同意の上での、 

本物の逆痴漢体験を味わっていただくサービスです。 

 

行き違いのないように、お電話にて事前の打ち合わせをさせていただきます。 

まず、お客様が普段ご利用になる駅、職場、施設のご確認です。 

郵送で書類がお手元に届いているかと思いますので、お間違いないかご確認ください。 

 

  （主人公：書類を手に取り確認する） 

 

ありがとうございます。 

また封筒の中に、当日逆痴漢を担当させていただきます、 

私（わたくし）鬼頭の写真を同封しております。 

担当者の変更はございませんので、確認をお願い致します。 

 

サービス実施日は後日、忘れた頃、を予定しております。 

リアルな逆痴漢体験を味わっていただくために、 

あえて実施日は伏せてお伝えさせていただいております。 

恐れ入りますが、ご了承いただければと思います。 

 

またサービス中はリアリティ追求のため、 

契約内容に関するお問合せ、プレイ内容に関するご要望――。 

 

その他、個人情報に関する質問につきましては、 



お答えできませんのであらかじめご了承よろしくお願いいたします。 

 

以上の内容に問題なければ、 

このお電話をもって本契約とさせていただきますが、よろしいでしょうか？ 

 

  （主人公：了承する） 

 

承知致しました、ありがとうございます。 

実施日はリアルな逆痴漢体験をお楽しみください。 

それでは失礼致します。 

 

 

 

■パート 2 

 

●場所：電車の中 

 

  （主人公：つり革に掴まっている状態） 

  （ヒロイン：正面からこっそりと近づき、密着する） 

  （ヒロイン：股間をズボン越しに撫でならが） 

 

……ふふっ。 

満員電車の中ほど、無防備な場所ってないですよね♡ 

おちんぽ撫で撫でされても、どうしようも出来ませんから♡ 

 

……動いちゃダメですよ？ 

動いたら……♡痴漢です、って叫びますよ？ 

 

みんなきっと、私のことを信じるに決まってます♡ 

男の人が痴漢に遭うなんて、そうそうないですから♡ 

 

じーっとしていてくださいね？ 

そうすれば、イイコトしてあげますから♡ 

それに……ふふっ♡ 

 

お隣の人、お知り合いか何かですか？ 



会社の同僚さん？ 

バレたくないですよね？ 

 

痴漢されて……勃起までしちゃってるって♡ 

そのままじっとしててくださいね？ 

 

  （ヒロイン：周囲を警戒しつつ、ファスナーを上げてペニスを出す） 

 

はぁっ♡はぁっ♡はぁ……♡はぁ……♡ふぅ……♡ 

 

  （ヒロイン：露出したペニスを見下ろしながら） 

 

んんぅっ……♡ふふっ♡ 

満員電車の中で、おちんぽ丸出し♡ 

 

今、どんな気分ですか？ 

怖い？ 

恥ずかしい？ 

それとも── 

 

ふふふ。痴漢されて、興奮しちゃっていますか？ 

大丈夫ですよ、周りにはバレていません……まだ♡ 

あなたがおかしなことさえしなければ、怪しまれることはありませんから♡ 

 

ですが……♡ふふっ♡ 

さすがにこのまま放置というのも、味気ないですよね♡ 

して欲しいですか？シコシコ♡ 

……気持ち良くても、声出しちゃダメですよ？ 

 

はぁっ♡はぁっ♡ふぅ……♡はぁ……♡ふぅっ♡ 

……ふふっ♡ 

見知らぬ女性におちんぽシコシコされて……♡ 

 

どうしてこんなにガチガチにしているんですか？ 

痴漢する方は、もちろん変態ですが……♡ 

 



痴漢されて感じてしまうあなたも、変態さんですね♡ 

はぁっ♡はぁ……♡はぁっ♡はぁっ♡ふぅ……♡ 

匂い……♡どんどん濃くなってきましたよ♡ 

発情おちんぽの匂い……♡ 

 

……ふふっ♡安心してください♡ 

匂うと言っても感じられるのは、これだけ密着してる私くらいですから♡ 

 

  （ヒロイン：ペニスの匂いに、発情した吐息を漏らす） 

 

はぁ……♡ふぅ……♡ふぅっ♡はぁ……♡はぁ……♡ 

はぁっ♡ふぅ……♡ふぅ……♡ふぅ……♡ふぅっ♡ 

ふふっ♡すごいおちんぽですね♡ 

 

普通はこんな人混みの中で、おちんぽシコシコされても……♡ 

こんなにガチガチになったりしませんよ？ 

ん……♡ビクビク、強くなってきました♡ 

 

もしかして、出そう……ですか？ 

いいですよ♡出しても♡ 

 

手で受け止めてあげますから♡ 

周りには絶対にバレません♡ 

 

ほら……♡ほら、ほらほら……♡ 

ほらほらほら……♡ 

……なんて、ウソですけど♡ 

 

  （ヒロイン：手コキを止めて寸止め状態に） 

 

ふふっ♡ 

本当に射精させてもらえると思いましたか？ 

我慢汁の匂いだけならまだ誤魔化せますが……♡ 

ザーメンの匂いはさすがにバレちゃいますよ♡ 

 

そうですねぇ……♡ 



周囲三メートルくらいの人たちには分かるんじゃないですか？ 

あ、誰か射精したなって♡ 

 

……ふふっ♡ 

今の話、どこかに興奮する要素ありましたか？ 

おちんぽビクって跳ねてましたよ♡ 

 

バレてもいいから、射精したいんですね♡ 

私も、痴漢されてみっともなく射精するおちんぽ、見たいですから♡ 

今度は止めませんよ♡ 

 

手の平で受け止めてあげますから♡ 

ここ目がけて、出してください♡ 

 

んぁ……♡ふぅ……♡はぁ……♡ふぅ……♡はぁっ♡ 

はぁ……♡はぁ……♡はぁ……♡はぁ……♡ふぅ……♡ 

 

外……なのに……♡ 

電車の中……♡ 

周りに大勢の人がいるのに……♡ 

 

しかも……ふふっ♡ 

お隣には、同僚さん♡ 

ここで射精したことがバレたら……♡ 

 

会社的にも、社会的にも一発でアウトですね♡ 

それでも、出したいんですか？ 

我慢しててもいいんですよ？ 

 

ふぅ……♡ふぅ……♡ふぅっ♡ふぅっ♡ふぅっ♡ 

んぁ……♡ふぅっ♡ふぅ……♡はぁっ♡はぁ……♡ 

ふふっ♡おちんぽが訴えてます♡ 

 

出してスッキリしたいって♡ 

気持ち良くなりたいって♡ 

生理現象には逆らえませんよね♡ 



 

だから……♡出しちゃってください♡ 

私の手の平……♡ザーメンまみれになるくらい、たっぷり……♡ 

出して……♡出して出して……♡出してぇ……♡ 

 

  （主人公：射精） 

 

あ……っ。 

……ふふっ♡ホントに出しちゃいましたね♡ 

どうですか？ 

公共の場で射精する開放感と背徳感♡ 

 

今まで感じたことのない快感ですよね♡ 

……射精、全然止まりませんね♡ 

大丈夫です♡全部吐き出すまで、待っていてあげますから♡ 

 

 

 

 

■パート 3 

 

●場所：満員電車の中（パート 2 の続き） 

 

  （主人公：駅に着いて人が車内に出入りがあり、扉付近まで流される） 

 

さて、このまま終わり── 

ではありませんよ。 

私、ザーメンを見たら余計ウズウズしました。 

 

こんにちは。 

痴漢で顔を晒すなんて、とんだ暴挙だと思いますけど……、 

どうせあなたは通報しない。 

 

だって、あなたはこの快楽にのめり込んでるから……♡ 

頭の中……快楽でいっぱいなんでしょ？ 

 



  （ヒロイン：反転し、お尻を突き出す） 

 

だから、続けません？ 

私としては──ここならエッチしても、バレないと思いますよ。 

 

……ふふっ♡我慢は体によくありませんよ？ 

おちんぽまだ物足りないの、見てて分かりますから♡ 

 

それに……♡私も気持ちいいの欲しくなっちゃいましたから♡ 

……ふふっ♡こんな場所でする勇気ないですか？ 

ハメないんだったら、こっちからハメちゃうだけです♡ 

 

さあ、入れてください。 

入れなきゃお尻に押しつけられてるって通報しちゃいますよ？ 

ふぅ、ふぅ……。 

 

  （ヒロイン：積極的に挿入） 

 

んっ……んぁっ……♡ 

 

  （主人公：根元まで挿入して腰を止める） 

  （ヒロイン：発情した吐息を漏らしながら） 

 

ふぅっ♡はぁ……♡はぁ……♡ふぅっ♡んぁ……♡ 

入って……しましましたね……♡ 

 

……動かないんですか？ 

おちんぽ、根元までハメてるのに……♡ 

この状況で、ひよっちゃいました？ 

 

ん……でも、おちんぽ……♡ 

ビクンビクンって、跳ねてますよ♡ 

このまま、腰……♡前後にヘコヘコしたら♡ 

 

それだけで、さっきより気持ち良くなれます♡ 

誰にもバレない内に、早く……♡ 



 

  （主人公：腰振り開始） 

 

あぅ……♡あはぁ……♡あぅっ♡んぅ♡んんぅ……♡ 

んぁぅ……♡あぁっ……♡あはぁ……♡んあっ♡……っ♡ 

ふふっ♡しちゃいましたね♡ 

 

電車の中で……エッチ……♡ 

はぁっ……♡あはぁ……♡あぅっ……♡ふっ……♡ああっ♡ 

しかも、相手は……♡ 

 

痴漢してきた、名前も知らない女性……♡ 

怖さより……♡気持ち良さの方が、高まっちゃったんですね♡ 

仕方ないですよ……♡男の人なんですから……っ♡ 

 

ぁあっ♡あぅっ♡ああっ♡あぁっ……♡ああっ♡ 

あぅっ……♡んぁぅ……♡んぁぅ……♡ぅあ……♡あん……♡ 

私も、今……♡ 

 

この状況に、ゾクゾクしてます……♡ 

周りにこんなに人がいるのに……♡ 

生セックスしちゃって……♡ 

 

はっ……♡うっ……♡ぁあっ♡ぅあ……♡ぁっ……♡ 

ぁあっ♡ぁあっ♡あぅっ♡ああっ♡あぅっ♡ 

もしかしたらこれ、バレてたりして♡ 

 

うぅっ……♡ああっ……♡ぁあっ♡あぅっ……♡あぅっ♡ 

大丈夫です、安心してください……っ♡ 

バレていませんよ、多分……♡ 

 

あん……♡んあっ♡うっ……♡ん……♡うぅっ……♡ 

ぅあ……♡はぅっ……♡うっ……♡あはぁ……♡ぅあ……♡ 

バレながら、してる方が……♡ 

 

あなたの興奮が、高まるなら……♡ 



どうぞ、ご自由に……♡ 

ふっ……♡んぅ♡ぁっ……♡はぁっ……♡んんぅ……♡ 

 

あっ……♡んあっ♡うぅっ……♡うっ……♡ん……♡ 

じゃあ……♡もっとスリル、味わっちゃいましょうか♡ 

ふぅ……♡ふぅ……♡はぁっ♡はぁ……♡ふぅ……♡ 

舌、出して……♡ 

 

  （ヒロイン：ディープキス開始） 

 

ぢゅぶっ……♡ちゅむっ……♡ぢゅぶるっ♡ぢゅぶるっ♡ちゅくっ……♡ 

じゅるっ……♡ぢゅるっ♡んちゅぅっ……♡じゅるっ……♡ぢゅぶっ……♡ 

これは、さすがに大胆すぎましたか？ 

 

でも……♡ 

じゅく……♡ん……♡ちゅくっ……♡じゅぅっ♡……♡んっ♡ 

んちゅっ……♡ぢゅぢゅっ……♡んちゅっ……♡んあぅっ♡れろっ……♡ 

 

舌も……おちんぽも♡ 

喜んでるみたいです♡ 

ん……♡……♡んぅっ♡ちゅっ……♡んあぅっ♡……♡んぅっ♡ 

 

んじゅくっ♡んあぅっ♡……♡んっ♡はむっ……♡ぢゅぢゅっ……♡ 

おちんぽピストンに……♡加えて……っ♡ 

電車の絶妙な揺れ具合……♡ 

 

これ……♡普通にするより、気持ちいいかもしれません♡ 

ちゅりゅっ♡ぢゅるっ♡んあっ♡ちゅくっ……♡んちゅぅっ……♡ 

じゅく……♡じゅぅっ♡……♡んぅっ♡んっ♡ぢゅるっ♡ 

 

あなたもそう思ってますよね？ 

……ふふっ♡おちんぽは正直ですから♡ 

さっき、お手々シコシコしてた時より……♡ 

 

膨らんじゃってますよ♡ 

んんぅっ♡ぢゅりゅっ……♡ちゅくっ♡ちゅむっ……♡ぢゅぶっ……♡ 



ちゅりゅっ♡んっ……♡んっ……♡ちゅりゅっ♡じゅるっ……♡ 

 

会ったばかりの痴女のおまんこ……♡ 

そんなに広げちゃって……♡ 

自分専用のオナホにするつもりですか♡ 

 

んちゅっ……♡ぢゅるっ♡ぢゅぶっ……♡じゅるっ……♡んちゅっ……♡ 

ぢゅるっ♡ぢゅりゅっ……♡……♡んぅっ♡……♡んぅっ♡んじゅくっ♡ 

 

  （主人公：たまらず胸愛撫開始） 

  （ヒロイン：快感で、正面を向きつつ） 

 

ふぅっ……♡あっ、んんんぅっ♡ 

んぁぅ……♡あん……♡あん……♡ふっ……♡うっ……♡ 

おっぱい……♡揉んでいいって、言いましたっけ……？ 

 

でも、これ……♡いい……♡ 

気持ちいい……♡ 

ぁっ……♡あぅっ♡あっ……♡ぁあっ♡んぅ♡ 

 

急に……♡揉み始めるから……♡ 

私……♡我慢しませんよ……♡ 

私の、イキ声で……♡周りにバレても……知りませんから……♡ 

 

  （ヒロイン：以降、押し殺しながらの連続絶頂） 

 

はぁっ……♡んあっ♡あはぁ……♡あはぁ……♡あぁっ……♡ 

あぅ……♡んんぅ……♡あっ……♡ああっ……♡んあっ♡ 

いいいいいっ……イク……ッ！ 

 

  （ヒロイン：絶頂を迎える） 

 

――あぅっ……♡んんぅっ♡♡♡ 

はっ……♡んんぅ……♡うっ……♡ぁあっ♡ん……♡ 

すごい……んぅう、はあ、はあ……ッ！ 

んぁぅ……♡あぁっ……♡あっ♡ぁあっ♡……っ♡ 



まッ、また……ッッ！ 

 

  （ヒロイン：絶頂を迎える） 

 

――ああっ……ふっ、あああっ♡♡♡ 

 

  （ヒロイン：主人公の限界を感じつつ） 

 

私の……♡おまんこ我慢イキ……♡ 

そんなにエッチでしたか……？ 

はっ……♡ぁあっ♡あぁっ……♡あはぁ……♡あぁっ……♡ 

 

おちんぽ……♡限界なの、バレバレですよ……♡ 

あっ……♡あっ♡ん……♡んぅ♡あぅっ……♡ 

 

いいですよ、そのまま……♡ 

私もこれ……♡また来そうなので……♡ 

今度は、一緒に……っ♡ 

 

  （ヒロイン：絶頂に向けた高まり） 

 

あっ♡ぅあ♡ぅあ♡んぁぅ……♡はっ……♡ 

うっ♡あぁっ……♡あん……っ♡ぁあっ♡んぅ……♡ 

 

ああああああッ、すごいッ、んぅ～～～～～～ッ！ 

来るッ！ あああッ、すごいのッ、あ……んぅ～～～～～～ッッ！ 

 

  （主人公：ペニスを引き抜き射精） 

  （ヒロイン：絶頂を迎える） 

 

――んんんんぅっ……♡♡♡ 

はぁ……♡ふぅ……♡ふぅ……♡はぁっ♡ふぅ……♡ 

 

おちんぽ、わざわざ抜いちゃったんですか……？ 

さすがに痴女相手でも……♡ 

初対面の女性に、中出しする勇気はありませんでしたか♡ 



はぁ……♡ふぅ……♡ふぅっ♡ふぅ……♡ふぅ……♡ 

 

……ふふっ♡バレずに済んでよかったですね♡ 

それじゃあ……またどこかで♡ 

 

 

 

 

■パート 4 

 

●場所：オフィス 

 

  （主人公：デスク作業中） 

  （ヒロイン：デスクの下からひょっこり顔を出す） 

 

……失礼します♡あ、仕事はそのまま続けてください♡ 

でないと、周りの方に怪しまれますよ？ 

おちんぽの方は、私に任せていただいて構いませんので♡ 

 

  （ヒロイン：ペニスを出す） 

 

はぁっ♡はぁ……♡はぁ……♡ふぅ……♡ふぅっ♡ 

 

  （ヒロイン：未勃起状態のペニスを前にしつつ） 

 

ん……ふふっ♡ 

さすがに仕事中は勃起していませんよね♡ 

 

……職場だと、そんな気分になりませんか？ 

だったらこのままおちんぽしゃぶっても、大丈夫ですよね？ 

 

  （ヒロイン：舐めフェラ開始） 

 

んちゅじゅるっ……♡れろちろっ♡じゅるぅっ♡ふぅ……♡ふぅ……♡ 

じゅるくっ……♡れろっ……♡ぢゅくぅっ……♡れろっ……♡んんぅっ……♡ 

んちゅっ……♡ふぅ……♡れろちろっ♡れろじゅりっ……♡じゅるっ……♡ 



 

ん～……♡ふふっ♡ 

頭がお仕事モードでも、男の人の下半身は別の生き物ですね♡ 

どんどん大きくなってきてますよ♡ 

んちゅっ……♡れろっ♡ちゅむっ……♡ふぅふぅ♡ちゅるるっ♡ 

じゅるくっ……♡れろっ……♡れろっ♡ちゅくむぅっ♡ふぅふぅ♡ 

 

これ……もう咥えられますね♡ 

声……♡我慢ですよ♡ 

 

  （ヒロイン：咥えフェラ開始） 

 

ちゅくっ……♡じゅむっ……♡はむぅっ……♡じゅうぅっ♡ちゅくっ♡ 

ちゅくっ♡ちゅっ……♡ぢゅるっ♡んんぅっ♡ちゅぶぅっ……♡ 

んんんぅっ……♡ 

 

どんどん、膨らんで……♡ 

お口の中、いっぱいになっていまいます……♡ 

ちゅるるっ……♡んぢゅうぅっ♡じゅむっ……♡じゅうぅっ♡ちゅりゅっ♡ 

 

じゅむっ……♡ぢゅぶっ……♡じゅむっ……♡じゅむっ……♡んちゅぅっ……♡ 

周りの皆さんは……♡真面目に仕事をされているのに……♡ 

あなた一人だけ、痴漢されて……♡ 

 

じゅうぅっ♡ちゅぶぅっ……♡れろっ……♡じゅむっ……♡ぢゅぢゅっ……♡ 

ぢゅるっ♡れろっ……♡ちゅくっ♡れろっ……♡んぢゅうぅっ♡ 

性処理要員の秘書をデスク下に隠す、社長の気分でしょうか♡ 

 

れろっ……♡ぢゅるっ♡ぢゅぶっ……♡ちゅりゅっ♡ちゅくっ♡ 

気持ち良さと、罪悪感……♡ 

どちらが上ですか？ 

 

……答えを聞くまでもないですね♡ 

じゅく……♡ぢゅっ……♡ぢゅっ……♡ちゅくっ……♡んじゅくっ♡ 

ちゅくっ……♡れろっ……♡ちゅくっ……♡ぢゅっ……♡んんぅっ♡ 

 



このおちんぽの反応……♡ 

ここで止めたらつらいでしょう？ 

……大丈夫です♡ 

 

ここまで勃起させておいて、放置プレイなんてしませんから♡ 

じゅうぅっ♡ちゅっ……♡はむっ……♡ちゅくっ……♡れろちゅっ……♡ 

れろっ……♡ぢゅるっ♡ちゅむっ……♡はむぅっ……♡じゅるっ……♡ 

 

ですが……♡物足りませんね♡ 

どうせなら、もっと奥に……♡ 

 

  （ヒロイン：喉奥フェラ開始） 

 

ふぐぅっ……♡じゅぶっ……♡じゅぽっ……♡ぢゅぢゅぷぅっ♡んふぅっ♡ 

ふぅ……♡ぢゅっぼ♡んふぅっ♡じゅっぐっ……♡じゅぶっ……♡ 

お口の奥……♡喉近くでしゃぶると……♡ 

 

おまんこにハメてる気分……ですよね♡ 

じゅぶっ……♡ぢゅぐぅっ♡ふぐぅっ……♡じゅぽっ……♡ふぅ……♡ 

ふぐぅっ……♡ふぐぅっ……♡じゅっぽっ……♡じゅっぽっ……♡じゅっぐっ……♡ 

 

気持ち良くても、変な声……♡ 

出しちゃダメですよ……♡ 

じゅごっ……♡ぢゅぢゅぷぅっ♡んんぅっ……♡じゅごっ……♡じゅごっ……♡ 

 

あと……顔にも気を付けてください♡ 

ニヤニヤしてたら……♡ 

エロ動画でも見てるんじゃないかって……♡ 

 

人が寄ってきますよ♡ 

ぢゅぐっ……♡じゅぉっ……♡ぢゅっぐっ♡んんぅっ……♡じゅぼぉっ♡ 

実際は、もっとエグいことされちゃてるわけですけど♡ 

 

ぐっぽっ……♡んんぅっ……♡ふぅ……♡ぢゅぽっ♡ぢゅっぼ♡ 

んっ……♡んふぅっ♡ぢゅぢゅぐっ♡んぐっ……♡ぢゅぢゅぷぅっ♡ 

 



このまま、出しちゃいましょうか……♡ 

いつでもいいですよ……♡ 

 

  （ヒロイン：ラストスパートの吸い付きフェラ） 

 

ふぐぅっ……♡んぐっ……♡ぢゅぢゅぅっ……♡んっ♡じゅっぽっ……♡ 

じゅっぐっ……♡じゅぼぉっ♡んぐっ……♡ぢゅぐっ♡ぢゅぐっ……♡ 

さあ、出して……ッ。 

ぢゅるるぅ～～～～～～～～～～～～ッッ！ 

 

  （主人公：射精） 

  （ヒロイン：口内で精液を受け止める） 

 

んぅううううッ！ 

ぶひゅ！ んぅう、ん……ッ！ 

はぁ……♡ふぅ……♡んっ……♡ふぅ……♡はぁっ♡ 

 

  （ヒロイン：ペニスを口から離し、口を開けて見せる） 

 

んぁ～♡見えますか？ 

お兄さんの搾りたて精液♡ 

もちろんこれは……♡ 

 

  （ヒロイン：精飲する） 

 

ん……んぐっ♡ ごく、ごく、ごく……ッ♡ 

ふぅ……♡ふぅ……♡ふぅ……♡はぁ……♡ふぅっ♡ 

ご馳走様でした♡ 

 

 

 

 

 

■パート 5 

 

●場所：オフィス 



 

  （主人公：椅子に腰掛けたまま） 

  （ヒロイン：主人公のデスク下から） 

 

皆さん、お出かけですか？ 

……あ、もうお昼休みなんですね。 

 

おちんぽに夢中で気づきませんでした♡ 

……ということは、もっと痴漢しちゃっても、問題ないってことですよね♡ 

はぁ……♡はぁ……♡はぁっ♡ふぅっ♡んっ……♡ 

 

  （ヒロイン：主人公の膝上に乗り、対面座位体勢に） 

 

大丈夫ですよ♡ 

誰か来たらやめてあげます♡ 

誰も来なかったら……ふふっ♡ 

最後までおちんぽ、楽しんじゃいますけど♡ 

 

  （ヒロイン：対面座位で挿入） 

 

ふっ……んっ、ああっ……♡ 

おまんこ気持ちぃ……♡ 

はあ、はあ、さっそく── 

 

  （ヒロイン：腰振り開始） 

 

んぁ♡ふっ……♡ふっ……♡あっ♡あはぁ……♡ 

んぅ♡うっ……♡ああっ……♡はぅっ……♡あぅっ……♡ 

職場でセックス……♡ 

 

こんなの……♡エロマンガみたいなシチュですよね……♡ 

当事者の……♡あなたは……♡ 

かなり、興奮してるんじゃないですか……♡ 

 

んんぅ……♡ぅあ……♡ふっ……♡ふっ……♡んんぅ……♡ 

んぁ♡ああっ……♡んぁ♡んぁ♡ぁあっ♡ 



 

  （ヒロイン：主人公に抱きつきながら、腰振り継続） 

 

んぁぅ……♡はぁっ……♡ 

ぁあっ♡んあっ♡ぁあっ♡ 

痴漢されてるのに……♡ 

おちんちん、大喜びですね♡ 

 

見知らぬ女性に犯されて、悶えちゃうなんて……♡ 

とんでもない変態ですよ♡ 

……っ♡あぅっ……♡あぅっ……♡んぁ♡あぁっ……♡ 

 

あぅっ♡あはぁ……♡あぅっ♡あぅ……♡あぅっ……♡ 

むしろこの状況……♡ 

見せたいんじゃないですか？ 

 

職場の人に……♡ 

あぁっ……♡んぅ♡んあっ♡んぁぅ……♡あっ♡ 

自分が痴漢されてる、情けない姿……♡ 

 

知ってほしかったりして……♡ 

あぁっ……♡ぁっ……♡ぅあ……♡あぁっ……♡あぅっ♡ 

あぅ……♡ああっ……♡ああっ……♡あっ……♡ふっ……♡ 

 

おちんぽ……♡本気でイっちゃいそうですよね？ 

ふふっ♡イかせてあげてもいいですけど……♡ 

私まだ、満足できていないので♡ 

 

  （ヒロイン：腰振りを緩める） 

 

ふっ……♡あはぁ……♡あぅ……♡あぁっ……♡ぁあっ♡ 

この速さなら……♡ 

おちんぽ、イけないですよね……♡ 

 

あん……♡はぅっ……♡はっ……♡あん……♡あはぁ……♡ 

おちんぽは、無理ですけど…♡ 



私は……♡おまんこは、イけちゃいます……♡ 

 

あぅっ♡あぁっ……♡んぁぅ……♡ぁあっ♡あぅっ♡ 

あはぁ……♡んぁ♡んぁ♡はぅっ……♡あぁっ……♡ 

おちんぽ、イかせて欲しいなら……♡ 

 

おまんこ、たっぷりイかせて……♡ 

私を早く……♡満足させてください……♡ 

ぁあっ♡あはぁ……♡あっ♡ふっ……♡あぁっ……♡ 

 

おっぱい、敏感なので……♡ 

揉んでくれたら……♡早く満足できるかも……♡ 

 

  （主人公：促される形で、胸揉み開始） 

  （ヒロイン：余裕を失う程に悶える） 

 

んんんんぅっ……♡ 

あぅっ♡ぁあっ♡んあっ♡ふっ……♡あぅっ……♡ 

それぇ……♡その調子……です……♡ 

 

揉み揉み……♡いっぱいしてくれるなら……♡ 

私……♡おまんこ、すぐに……♡ 

 

  （ヒロイン：以降、連続絶頂を迎える） 

 

んんぅ……♡あん……♡はっ……♡あぅっ♡あっ……♡ 

……っ♡ああっ……♡んぅ♡んんぅ……♡あぅっ♡ 

あっ♡ふっ……♡あぅっ♡ぁあっ♡ああっ……♡ 

ぁっ……♡あぅっ♡あぅっ……♡ぁあっ♡ああっ……♡ 

イク……ッ！ 

 

  （ヒロイン：絶頂を迎える） 

 

――あっ……うううぅっ♡♡♡ 

ぁあっ♡あっ♡ん……♡あっ……♡あっ……♡ 

気持ちぃ……ッ、あ、ぁあ……ッッ！ 



んあっ♡んぁぅ……♡あぁっ……♡はぁっ……♡んぁ♡ 

あぅっ♡あはぁ……♡んんぅ……♡あぅっ……♡あぅっ……♡ 

またっ……ッ！ 

 

  （ヒロイン：絶頂を迎える） 

 

――んぃううっ……♡♡♡ 

 

  （ヒロイン：腰振りを止める） 

 

ふぅ……♡ふぅ……♡ふぅ……♡はぁっ♡んぁ……♡ 

連続イキは、さすがに……少し休憩します……♡ 

ふぅ……♡ふぅ……♡はぁ……♡ふぅ……♡ふぅ……♡ 

 

……ふふっ、違いますよ？ 

満足したかどうかとは、別問題ですから♡ 

……ふふっ♡ 

 

そんなにおちんぽイキしたいんですか？ 

んんぅっ♡ 

おまんこの中でビクビク跳ねて……♡ 

 

おねだりしてるみたいです♡ 

……いいんですか？ 

一方的に襲われてるんですよ、あなた♡ 

 

それでも射精したがるなんて……♡ 

どうしようもない変態さんですね♡ 

でも……♡いいですよ♡ 

あと二回……♡いえ、三回♡ 

私のこと、イかせられたら……♡ 

 

  （ヒロイン：ゆっくり腰振り再開） 

 

あぅっ……♡はぁっ……♡ぅあ……♡ふっ……♡はぁっ……♡ 

んぁ♡うぅっ……♡ぅあ……♡あっ……♡あぅっ♡ 



 

さっきの……快感の余韻……♡ 

まだ、残ってますから……♡ 

これ……すぐにイっちゃいそう……♡ 

 

ああっ……♡ぅあ……♡あぅっ……♡あぅっ♡ぁあっ♡ 

はぅっ……♡あぁっ……♡ふっ……♡あぅっ……♡ぅあ……♡ 

もうダメぇ……っ、っぁあああ……ッッ♡ 

 

  （ヒロイン：絶頂を迎える） 

 

――ああっ……んんんぅっ♡♡♡ 

 

はぁっ……♡あぁっ……♡ぁあっ♡あぁっ……♡ああっ……♡ 

んもぉっ、すぐイカせるんだからぁ……♡ 

ん……♡ぁっ……♡んぅ♡ぁあっ♡ああっ……♡ 

 

んんぅ……♡あぅっ……♡はぅっ……♡うぅっ……♡あん……♡ 

あぁっ……♡あぁっ……♡ぁあっ♡ぅあ……♡あぅっ♡ 

ぁっ……♡あぅっ……♡んんぅ……♡はっ……♡……っ♡ 

あっ、また……ッ！ 

 

  （ヒロイン：絶頂を迎える） 

 

――んいいうううううっ……♡♡♡ 

ふっ……♡あぅっ……♡あん……♡あっ♡ぅあ……♡ 

 

あと……一回、ですよ……♡ 

頑張って……♡耐えてください……♡ 

あぅっ……♡あぅ……♡ぁっ……♡はぅっ……♡あぁっ……♡ 

ああっ……♡あぅっ♡あぅっ……♡ぁあっ♡ぁあっ♡ 

 

あぁっ……♡ふっ……♡ぁっ……♡あぅっ♡んぁ♡ 

あはぁ……♡あぅっ……♡あはぁ……♡ぁっ……♡あぅっ♡ 

ふっ……♡あぅっ♡あぅっ……♡はぁっ……♡んぁぅ……♡ 

あぅっ……♡ぅあ……♡来る……ッ、んぅうう……ッ！ 



 

  （ヒロイン：絶頂を迎える） 

 

――ああ……んんぅぅうう～～～っ♡♡♡ 

あっ……♡あぅっ……♡ああっ……♡うぅっ……♡ああっ……♡ 

約束の……三回イキ♡ 

いいですよ……♡ 

 

おちんぽ、イっちゃって……♡ 

でも……イクなら当然、このまま……♡ 

中出ししてくれますよね？ 

 

  （ヒロイン：腰振りを速める） 

  （主人公：さすがに中出しは、と抵抗） 

 

あはぁ♡うぅっ♡んぁぅ……♡あうっ♡ああっ♡ 

はっ……♡あぁっ……♡んぅ……♡あぅっ……♡はぁっ♡ 

中出し……♡さすがに抵抗、ありますか……？ 

 

でも……ふふっ♡ 

やめさせられるものなら……♡ 

やめさせてみてください……っ♡ 

 

優位なのは……♡犯してるのは……♡ 

私の方……なんですから♡ 

あん……っ♡うぅっ♡……っ♡ああっ♡あぅ♡ 

 

あぁっ……♡あぁっ……♡ぁあっ♡んぁ……♡あぁっ……♡ 

ほら……♡来て……♡ 

痴女の……トロトロおまんこの中……♡ 

 

たっぷり……注いで……♡ 

ひっ♡はぅっ♡はっ♡ひっ♡んぅ♡ 

あッ♡はっ♡うぅ♡あうっ♡うっ♡ 

あっあっあっあっ……あああっ……♡♡♡ 

イクッ！ イグぅ～～～～～～～ッッ！ 



 

  （同時絶頂（中出し）） 

 

――んんっ……ふっ……ううううっ♡♡♡ 

アアアッ、すごい……ッッ♡ 

んぁ……♡ふぅっ♡はぁっ♡ふぅ……♡んぁ……♡ 

どくどくっ、っぁあ……はあ、はあ……ッッ♡ 

ふぅっ♡ふぅ……♡ふぅ……♡はぁっ♡はぁ……♡ 

 

口ではあれだけ……♡抵抗しておいて……♡ 

たっぷり注いでるじゃないですか、ザーメン♡ 

ふぅ……♡はぁっ♡ふぅ……♡ふぅっ♡ふぅ……♡ 

 

ん……これ……♡ 

奥まで熱いの、届いてます……♡ 

ふぅ……♡はぁっ♡ふぅ……♡はぁっ♡はぁ……♡ 

また会ったら……た～～っぷり痴漢してあげますねぇ♡ 

 

 

 

■パート 6 

 

●場所：アパレルショップ内の試着室 

 

  （主人公：試着室に入る） 

  （ヒロイン：店員の振りをしてカーテン越しに話しかけてくる） 

 

お客様、サイズ感の方はいかがでしょうか？ 

よろしければお手伝いしますね？ 

 

  （ヒロイン：無理矢理入り、主人公の正面に） 

 

……なーんて♡ウソですけど♡ 

 

  （ヒロイン：主人公の前に跪き、胸を出す） 

 



本物の店員さん、呼んでもいいですよ？ 

でも……この状況、どう思われますかね？ 

 

無理矢理試着室に押し込まれて……！ 

……って私が訴えたら、あなたの負けですよ？ 

だから、大人しくおちんぽ痴漢されちゃってください♡ 

 

  （ヒロイン：ペニスを出す） 

 

はぁっ♡ふぅ……♡ふぅ……♡はぁ……♡ふぅ……♡ 

……ふふっ♡ 

 

おっぱい見せただけで、もうこんなにふっくら♡ 

……こんなの、おっぱいでシコってくださいっておねだりしてるようなものですから♡ 

 

  （ヒロイン：パイズリ開始） 

 

あぅ……♡ん……♡あはぁ……♡あはぁ……♡あぅっ……♡ 

あはぁ……♡ああっ……♡あぅっ♡あぁっ……♡ぅあ……♡ 

ん……その顔♡ 

 

ずるいですよ♡ 

そんな情けなくてみっともない顔、見せられたら……♡ 

んぅ♡……っ♡あん……♡はぁっ……♡ふっ……♡ 

 

もっと見たくなります♡ 

むしろ……♡その我慢してる声♡ 

無理矢理出させたい……♡ 

 

うぅっ……♡ああっ♡あっ……♡ぁあっ♡ふっ……♡ 

ぁっ……♡あぅっ♡んんぅ……♡あぅ……♡あぅっ……♡ 

はっ……♡ん……♡あはぁ……♡んぁぅ……♡んぁ♡ 

 

試着が長いお客さんって……♡ 

ただでさえ、店員さんにマークされてますからね♡ 

中で変なことしてるんじゃないかって……♡ 



 

あぁっ……♡ぁっ……♡あはぁ……♡……っ♡あぅっ♡ 

んあっ♡ぁあっ♡あぅっ……♡あぅっ♡あぅっ♡ 

その上、変な声出したら……♡ 

 

警備員さん呼ばれちゃうかもしれませんよ♡ 

んぅ♡あぁっ……♡あん……♡うっ……♡んあっ♡ 

んあっ♡あっ♡んあっ♡んぁ♡はっ……♡ 

まだ我慢できそうですね♡ 

じゃあ……♡ 

 

  （ヒロイン：パイズリフェラ開始） 

 

じゅるっ……♡んじゅくっ♡ちゅりゅっ♡んんぅっ♡んあぅっ♡ 

お口でも責めちゃいましょうか♡ 

んんぅっ……♡んちゅぅっ……♡んちゅっ……♡ちゅりゅっ♡んっ……♡ 

 

ぢゅぶるっ♡じゅく……♡ちゅむっ……♡れろっ……♡んっ♡ 

んふふっ♡ 

これでますます、声が出そうになりますよね♡ 

 

じゅむっ……♡んあっ♡ん……♡じゅぅっ♡じゅぅっ♡ 

はむっ……♡じゅむっ……♡ん……♡はむっ……♡れろっ……♡ 

ん……♡おちんちん、我慢汁出し過ぎですよ♡ 

 

分かってます？痴漢されてるんですよ、あなた♡ 

なのにこの量……♡ 

ん……♡ちゅむっ……♡んちゅぅっ……♡んっ♡ちゅむっ……♡ 

 

ちゅくっ♡んじゅくっ♡んあっ♡……♡んぅっ♡ちゅむっ……♡ 

痴漢されて興奮しちゃうドスケベさんに会えるなんて♡ 

今日はついてますね♡ 

 

じゅむっ……♡ちゅりゅっ♡んあぅっ♡ぢゅるっ♡んっ……♡ 

じゅるっ……♡ちゅくっ♡んっ……♡れろっ……♡ぢゅぶっ……♡ 

ここまで来たら……♡ 



 

絶対に声、出させたくなっちゃいます♡ 

私の顔……よく見てください♡ 

おちんぽにいやらしくむしゃぶりつく、痴女の顔……♡ 

 

  （ヒロイン：ラストスパートの激しいフェラ開始） 

 

ぢゅうううぅっ♡ぢゅぐれろっ♡ぢゅぐれろっ♡ぢゅぶぅっ♡じゅぢゅうぅっ……♡ 

ぢゅっぐっ♡じゅぞっ♡じゅっぐっ♡んぁっ♡ぢゅぢゅれろっ♡ 

ここまで来たら……♡ 

 

声が出るのが先か……♡ 

ザーメン出るのが先か、ですね♡ 

ぢゅっぞっ……♡はむじゅくぅっ……♡はむじゅくぅっ……♡ぢゅぶじゅっ♡んぁっ♡ 

 

……♡んぢゅぅっ♡じゅっぞっ♡じゅぐぅっ♡……♡んぢゅぅっ♡んじゅぅっ……♡ 

私のことは気にせず……♡ 

いつでも出しちゃってくださいね♡ 

 

出してもらった方が、私……♡嬉しいですから♡ 

んぢゅぐっ♡んぁっ♡ぢゅぢゅれろっ♡んぢゅぐぅっ♡んぢゅぐっ♡ 

ぢゅごぉっ♡んんぅっ♡ぢゅぶぅっ♡はむじゅくぅっ……♡ぢゅぷぅっ……♡ 

イク？ イク？ 

 

ん……♡出して……♡ 

思いっきり……♡情けなく……♡ 

ぢゅぶぅっ♡ぢゅっぐっ♡じゅぐぅっ♡じゅっぐっ♡じゅぞっ♡ 

 

ぢゅぞぉっ……♡んぢゅぅっ……♡ぢゅぶじゅっ♡じゅぐぅっ♡れろじゅむぅっ♡ 

ぢゅぶじゅっ♡ぢゅぢゅぅっ……♡れろじゅびぃっ♡ぢゅごぉっ♡ちゅぐむぅっ……♡ 

 

  （主人公：射精） 

  （ヒロイン：口内で受け止めつつ） 

 

ん、んんんぅっ……♡ 

 



んぷぅ！ ぷひゅ、ふぅ、んぅ……ッッ。 

こんなところでたくさん出しちゃうなんてぇ……ドスケベ♡ 

ふぅっ♡ふぅ……♡はぁっ♡はぁ……♡んぅっ……♡ 

飲んであげる♡ 

 

……ごくッ、ごくッ、ごく……ッッ♡ 

ふぅ……♡はぁ……♡はぁ……♡ふぅっ♡んっ……♡ 

結局……出ちゃいましたね♡ 

やっぱり、痴漢されるの好きなんですね？ 

ド変態……大歓迎♡ 

 

 

 

■パート 7 

 

●場所：試着室 

 

こんな精液まみれの姿、誰にも見られたくないですよね？ 

だったら……寝転がってください♡ 

 

……ふふっ♡これはお願いじゃなくて命令ですよ？ 

社会的に終わりたくないなら、黙っておちんぽ奴隷になってください♡ 

 

  （主人公：仰向けに横たわる） 

  （ヒロイン：横たわったタイミングで馬乗りになる） 

 

ん～♡まだこんなにガチガチ♡ 

出したりないんですねぇ♡ 

私も同じです♡ 

 

おまんこにこのおちんぽ、欲しい……♡ 

私たちが一つになるところ♡ 

よ～く見ていてくださいね♡ 

 

  （ヒロイン：騎乗位で挿入） 

  （ヒロイン：挿入時の悶え） 



 

んっ、ああっ……はあああっ……♡ 

ほんと、いいおちんぽで……♡ 

そして── 

 

  （ヒロイン：挿入と同時に、すぐ腰振り開始） 

 

うっ……♡んぁ♡あぁっ……♡……っ♡ぁあっ♡ 

ああっ♡あぅっ……♡んあっ♡あぁっ……♡はっ……♡ 

出したばかりの……♡おちんぽだとは、思えません……♡ 

中に、金属が入ってるみたいに……♡ガチガチで……♡ 

はぅっ……♡うぅっ……♡ああっ♡ぅあ……♡ん……♡ 

私の、好きな場所……♡ 

 

いっぱい当たって……♡ 

あぁっ……♡ん……♡ああっ……♡あはぁ……♡あっ……♡ 

さっきまで、おっぱいたくさん……♡ 

 

おちんぽ擦れていましたから……♡ 

今は少し……♡寂しいです……♡ 

あぅっ♡あはぁ……♡あぁっ……♡あっ……♡んぅ♡ 

 

ぁあっ♡うっ……♡んあっ♡ぁあっ♡ああっ♡ 

……お口、開けてください♡ 

特別に舐めさせてあげますから……♡ 

 

  （ヒロイン：騎乗位で腰を振りつつ、胸を吸わせる） 

 

んあっ♡……っ♡んんぅ……♡んんぅ……♡んぁぅ……♡ 

あっ♡はぁっ……♡ぅあ……♡んあっ♡ふっ……♡ 

おっぱい……♡美味しいですか……♡ 

 

無理矢理、襲われてるのに……♡ 

そんなに一生懸命……♡ 

 

おっぱい、ちゅぱちゅぱ吸って……っ♡ 



ん……♡あぁっ……♡あっ♡あはぁ……♡うぅっ……♡ 

 

  （主人公：ヒロインの胸を揉み始める） 

 

ん……んんんぅっ♡ 

ぁあっ♡んぁ♡あぅっ♡んぁぅ……♡あぅ……♡ 

おっぱい……♡吸ってはいいと言いましたけど……♡ 

誰が……♡揉んでいいって言いました……？ 

 

あはぁ……♡あはぁ……♡ぁっ……♡んあっ♡ぁっ……♡ 

あなたは……♡犯される側……♡ 

私を……♡気持ちよくするのが、優先ですから……♡ 

 

勝手なこと、しないでください……っ♡ 

はぅっ……♡あぅっ……♡はっ……♡ぁっ……♡あぁっ……♡ 

あぁっ……♡んんぅ……♡あっ♡あぅっ♡あぁっ……♡ 

 

ですが……♡んっ、これ……♡ 

おちんぽ……♡さっきより、反応いいです……♡ 

ああっ♡ああっ♡はぅっ……♡はぅっ……♡あっ……♡ 

 

仕方ない……ですね♡ 

私がもっと……♡気持ち良くなるためです……♡ 

おっぱい……♡好きなだけ、味わってもいいですよ♡ 

 

んぁぅ……♡あぅっ……♡あん……♡ん……♡ぁっ……♡ 

んぅ♡んぁぅ……♡うぅっ……♡あっ……♡んあっ♡ 

でも、その代わり……♡ 

 

おまんこ、パンパンになるくらいの……♡ 

大量中出し……♡ 

それが条件です……♡ 

 

あぅっ……♡あはぁ……♡うぅっ……♡……っ♡はぁっ……♡ 

んんぅ……♡あっ♡うっ……♡ぁっ……♡あぅ……♡ 

我慢したって無駄ですよ……♡ 



 

おちんぽは、おまんこに絶対……♡ 

勝てないんですから……♡ 

ぁあっ♡うっ……♡あん……♡ぁあっ♡ああっ……♡ 

 

ほら、出して……♡ 

思いっきりおまんこに、種付けしちゃってください♡ 

んんぅ……♡ぁっ……♡んんぅ……♡うぅっ……♡……っ♡ 

 

んんぅ……♡あぁっ……♡んあっ♡……っ♡あん……♡ 

んんっ、ああっ……あっあっあああっ♡ 

いぐいぐいぐいぐ……ッ！ 

ンぅ～～～～～～……ッッ！ 

 

  （同時絶頂（中出し）） 

 

――んっ……ああはぁああっ♡ 

ふぅっ♡はぁ……♡んぅっ……♡ふぅ……♡はぁ……♡ 

おまんこと、同時イキ……♡ 

 

よく出来ました♡ 

でも……まだおまんこ、欲しがってる♡ 

満足するまで、付き合ってもらうから……♡ 

 

  （ヒロイン：キスをしながら、騎乗位再開） 

 

ふぅ……♡ふぅ……♡ぢゅぶっ……♡ちゅりゅっ♡ぢゅぶるっ♡んちゅぅっ……♡ 

ちゅっ……♡ぢゅぶっ……♡じゅく……♡ぢゅるっ♡ちゅりゅっ♡ 

ほら……♡舌、ちゃんと動かして……♡ 

 

口、離したり……♡舌の動き、サボったりしたら……♡ 

喘いじゃいますよ……♡ 

れろっ……♡ぢゅるっ♡ぢゅるっ♡ぢゅぶるっ♡ちゅむっ……♡ 

 

んんぅっ……♡……♡んっ♡ぢゅりゅっ……♡んあっ♡ちゅりゅっ♡ 

そう……♡その調子……♡ 



おまんこも、お口も……♡ 

たっぷりかきまぜて……♡ 

 

  （ヒロイン：以降、キスをしながら連続絶頂） 

 

ぢゅりゅっ……♡はむっ……♡れろっ……♡ちゅりゅっ♡ぢゅぶるっ♡ 

んちゅぅっ……♡れろっ……♡ぢゅりゅっ……♡んっ……♡ちゅっ……♡ 

ぁぁああ……ッ、イクぅう……ッッ！ 

 

  （ヒロイン：絶頂を迎える） 

 

――んっ……んふぅうううっ♡♡♡ 

すぐ、イッちゃう……ッ♡ 

んんぅっ……♡ちゅっ……♡ぢゅりゅっ……♡んんぅっ♡んっ♡ 

ぢゅるっ♡ぢゅるっ♡ふぅ……♡ふぅ……♡んちゅっ……♡んっ♡ 

あぁあッ、はあ、はあ、っ、んぅう、ん……ッ！ 

またっ、いいいい、イク……ッッ！ 

 

  （ヒロイン：絶頂を迎える） 

 

――ああんんんんぅっ♡♡♡ 

ん……♡れろっ……♡ぢゅりゅっ……♡れろっ……♡ちゅくっ♡ 

すごすぎるぅ……ッ♡ 

ちゅむっ……♡ちゅくっ……♡ぢゅぢゅっ……♡じゅぅっ♡んんぅっ♡ 

 

あなたも、そろそろ……♡ 

おちんぽ、つらいんじゃないですか……？ 

今なら、私と……♡ 

 

おまんこと一緒に、イけますよ……♡ 

ぢゅぶるっ♡んちゅぅっ……♡んんぅっ♡ん……♡ちゅくっ……♡ 

ぢゅぢゅっ……♡ぢゅりゅっ……♡……♡んっ♡んっ……♡ちゅりゅっ♡ 

 

んっ……♡ん……♡んあっ♡はむっ……♡んあっ♡ 

イキたい……ですよねぇ♡ 

痴漢されて……♡興奮するドスケベさんですから……♡ 



 

……♡んっ♡んんぅっ……♡じゅむっ……♡んあぅっ♡んんぅっ♡ 

ぢゅぢゅっ……♡ちゅくっ♡んちゅぅっ……♡じゅぅっ♡ぢゅぢゅっ……♡ 

ん……♡ふぅ……♡ふぅ……♡じゅぅっ♡ぢゅりゅっ……♡んちゅぅっ……♡ 

 

このまま……♡上下のお口……♡強く、絡ませながら……♡ 

一緒に……♡イっちゃいましょう……♡ 

 

 

んちゅっ……♡ぢゅぶっ……♡んんぅっ……♡んあぅっ♡んあっ♡ 

じゅぅっ♡ぢゅぢゅっ……♡じゅるっ……♡じゅく……♡んんぅっ……♡ 

ん……♡ぢゅぢゅっ……♡ちゅっ……♡ん……♡んじゅくっ♡ 

 

イク……♡イク……♡ 

イクイク……♡あ……あ……あああっ♡♡♡ 

 

  （同時絶頂(中出し)） 

 

――んんっっ……んんふぅう～～っ♡♡♡ 

すごいッ♡ あっ♡ ぁぁああ……ッ♡ 

ちゅぶぅっ……♡あっ……来るッ♡ 

ぢゅるっ♡んぢゅうぅっ♡ぢゅぢゅっ……♡はむぅっ……♡ 

 

  （ヒロイン：顔を離して舌なめずり） 

 

……じゅるりっ♡ 

ふふっ♡いい中出しもらえました♡ 

どうでしたか？ 最高の痴漢を、提供させていただきました。 

またどこかで会えたら── 

 

その時は……もっと襲ってあげますよ♡ 

ただ、鮮度のために、一旦空白期間を設けます。 

それで、私のことを忘れていてください。 

 

ふふふ。 

忘れた頃に……身体から、痴漢される快感が抜けた頃に。 



私がまた、痴漢しに来ますので……♡ 

 

 


